
イシガイ目イシガイ科 石川県カテゴリーカラスガイ 絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧国カテゴリー

柴山潟のほか、2008年初めに邑知潟の水路でも生息が確認された。今江潟干拓地でも死殻が得られて

いる。
県内分布

水路の改修工事による砂泥底の消失。外来魚の侵入により幼生の寄主となる魚類がいなくなること。

（A，C）
生存の危機

柴山潟と邑知潟では水路以外の生息状況が不明であるため、潟本体における調査が必要である。ドブ

ガイ等と混同されていることが多いので、既存情報については精査が必要である。
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水路の改修工事により生息環境が悪化しているため。
選定理由

水路の砂泥底に生息する。
生　　態

生貝が潜る砂泥底と幼生が寄生する魚類（ハゼ類など）の存在が条件。
生息地の条件

Cristaria plicata (Leach)

km0 10 20

本州と北海道。
国内分布

殻は後背縁が張り出した卵円形。幼貝では後背縁の翼状突起が特に発達する。県内では殻長が20cmを

越える個体も見つかっている。殻の内側に弱い後側歯のあることがドブガイ類との識別点となる。
形　　態


